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(1) 寄贈品の電子化 

これまで，チラシや業務資料などの，書籍になってい

ない資料は取り扱いを保留しつつ，著作権上問題となら

ない範囲で電子化作業を進めているが，2025 年度にス

キャン作業が終了した。引き続き DVD 化を進めて，書

誌登録を行う予定である。 

 

(2) 寄贈品の他組織への寄贈 

  寄贈品の中には国会図書館に所蔵されていない品が

あり，本学のスペースも限られることと，閲覧機会を増

やす意味から，戦前の時刻表や業界誌，鉄道以外の書籍

などを国会図書館に寄贈した。 

  また，JR 四国多度津工場から寄贈品の重複品につい

ては，京都鉄道博物館に寄贈した。 

  古めのポスター類は歴史性もあることから，昭和館へ

の寄贈を検討している。 

 

(3）寄贈品の活用 

書籍の学外への貸出が増えており，2025 年度は表 1の

9件となった。うち 4件は非公刊の国鉄部内資料であり，

資料の貴重性が示されている。 

(4）しばうら鉄道工学ギャラリーリーフレットの更新 

所蔵品の追記，ギャラリー内レイアウトの変更などを反

映して更新した。 

 

(5）学外からの資料整理の見学対応 

井門グループの代表取締役社長・井門義博氏より，開設

構想中の日本鉄道模型博物館の参考として，豊洲図書館，

および，しばうら鉄道工学ギャラリーの見学依頼があり，

収蔵品の分類方法や保管方法の説明を行った(写真 1)。 

 

(6) 委員会の開催 

2025～2026 年度の委員会は，これまでに準じた委員構

成としている。2025 年度分については，上記の報告が主

であることから，委員会は開催せず，書面で委員に報告す

ることとした。 

なお，実作業に関わる委員が少ないことから，大学在学

生をメンバーに引き入れることを検討する。 

(以上) 

 

表 1  学外への貸し出し件数 

 
 

 
写真 1  学外からの資料整理の見学対応 


